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平成１６年度第４回ＣＲＤセミナー 
日 時：平成 17 年 1 月 28 日(金) 15 時 00 分～ 
場 所：共同利用施設 3 階 
共 催：産学官連携推進事業実行委員会 
地域共同研究開発センター研究協力会 
 
ゼネコンからみた環境問題 
講師：高橋 紀行 先生 
(本学客員教授、(株)竹中工務店環境ビジネスプロデュース本部長、工博) 
現在、ゼネコンでは地球環境、地域環境、都市環境、建築物環境、室内環境などのスケー
ルに分けて環境問題をとらえ、法規制と技術実情の整合性を図るべく技術開発を行なってい
ますが、特に土壌環境などの地域環境問題や焼却炉解体などの地域・都市複合環境問題に重
点を置いた研究がなされています。 
例えば前者(土壌環境)の汚染物質である重金属類や油類は、主に地表面から地下水面の間
に存在し、漏洩箇所からの平面的広がりはあまり大きくはありませんが、比重の大きい揮発
性有機化合物は地下水にまで容易に到達し、地下水の流れにのって下流に平面的に広がるな
どの特性があり、汚染物質の複雑な挙動に適する技術開発が求められます。 
他方、後者(焼却炉解体)については、1997 年に国によって焼却炉の基準に関する規性がな
されて以来、稼動できなくなった古い焼却炉が放置され続け、現在、その数は全国で 498 基
とも言われています。しかし解体には数億円が必要なことから、多くの中小の民間業者が手
をこまねいている状況にあり、また行政の目も届きにくいなどの問題が指摘されていますが、
この問題の対応技術について具体的事例を紹介しながら解説します。 
 
【平成 16 年度プレ共同研究について】 
以下の通り決定しました。                                            ※研究代表者 
NO 研  究  題  目 大 学 側 研 究 組 織 民間機関等研究組織          
1 
ドア用機能製品の表面処理・
改質における環境負荷を考慮
した薬剤物性値の調査研究 
※機械ｼｽﾃﾑ工学科 助教授 河合  秀樹 美和ロック㈱ 
商品開発本部 
研究室主事補  
 山下  肇
2 
同軸独立２輪型直立移動機構
を応用した商品の開発 
※電気電子工学科 助教授 橋本 幸男
                助手  棚田 一郎
  機械ｼｽﾃﾑ工学科 助教授 花島 直彦
                助手   山下 光久
㈱北斗電子 
代表取締役社長 
         中野 隆司
3 
現位置用水素放出プロファイ
ル解析装置の設計・試作 
※材料物性工学科 助教授 駒崎 慎一
                学生  千葉 圭介
日鋼検査サービス㈱ 
主任調査  杉本 隆之
4 
熱処理を施した高クロム鋳鉄
のエロージョン磨耗特性評価 
※材料物性工学科 助教授 清水 一道
                助手   田湯 善章
札幌高級鋳物㈱ 
品質管理室担当 
         藤原 政俊
【平成１６年度第２回ＣＲＤセミナー】 
 平成 16 年 12 月 3 日(金) 15:30～17:00「第 17 回大学・企業技術交流会／フロンティア技術交流会」
と同時間に本センター２階の産学交流室で産学官連携推進事業実行委員会、地域共同研究開発センター
研究協力会の共催で行われた。司会は材料物性工学科の桃野教授が行い、総合テーマ「高温燃焼ガス環
境における材料の腐食／磨耗評価と材料開発」、テーマⅠ「高効率廃棄物発電プラント用高温耐食材料
の開発と評価」と題して川原雄三客員教 
授(三菱重工業(株)技術本部 横浜研究所 
主席研究員)が講演した。続いてテーマⅡ 
「鉄鋼材料の高温エロージョン摩耗特性 
とその評価」材料物性工学科の清水一道 
助教授が講演した。その後講演者と聴講 
者の間で活発な討論が行われた。参加者 
は 31 人。 
【平成１６年度第３回ＣＲＤセミナー】 
 平成 17年 1月 18日 14時 00分～15時 45分 本センター２階の産学交流室で産学官連携推進事業実行
委員会、地域共同研究開発センター研究協力会の共催で行われた。総合テーマ「災害時における緊急支
援活動の実際と課題 日本赤十字社の取り組み」、テーマⅠ「災害医療 -国際救援と国内救護- 」と題
して槙島敏治客員教授(日本赤十字社医療センター 国際医療救援部長)が講演し、続いてテーマⅡ「組
織的な心理的支援体制を構築する上での課題」共通講座の前田潤助教授が講演を行った。その後、留学
生が集めた募金を日本赤十字社の槙島客員教授に直接手渡すセレモニーが行われた。参加者は 28 人。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【大学における地域貢献活動】 
室蘭工大学副学長(社会連携)  
地域共同研究開発センター長 斎藤 和夫 
室蘭工業大学は 4 月に国立大学法人としてスタ
ートしましたが、従来との大きな違いは競争的環
境の中で大学構成員が大学の役割を自覚し、教
育・研究に加えて地域貢献という 3 つの使命を果
たすことが求められてきたことです。 
大学に課せられている地域貢献面での課題は、
大学人が有している知識や知恵、研究力や研究成
果をその大学が存立する地域社会に役立てること
です。特に、これからの大学は国の財政支援を受
けながらも産学官連携等を通じて地域の発展に寄
与するとともに、外部資金等の獲得により財政的
にも自立性を高めていくことが重要な課題となり
ます。一方、地域においては地元大学の積極的な
活用を図り、地域活性化の起爆剤、地域づくりの
核となることへの期待があると考えられます。 
このような地域の期待にいかに応えるかがわれ
われに課せられた役割であるとの思いから、本学
では地域共同研究(CRD)センターを中心に様々な
活動を行っています。その活動内容は多岐にわた
っていますが、その中心は地域が要講する科学技
術の提供、ニーズ志向型の研究や民間企業等への
技術移転、大学人のシーズを活かした起業化など、
大学自ら社会へ発信し、科学技術・開発技術駆動
型の地域貢献を目指すものです。 
このような使命を果たすためには大学の側にそ
れらの活動を支援するプラットフォームを確立す
ることが重要です。本学では CRD センターがその
役目を果たしてきましたが、さらに「環境科学・
防災研究センター」や「知的財産本部」の設置、「航
空宇宙関連」の研究センター立ち上げなどを検討
しています。 
また、「室蘭地域環境産業推進コア」(クラスター
創造研究会)や異業種団体と大学の交流を目指した
「産学交流プラザ「創造」」の立ち上げ、「室蘭地
域環境産業推進協議会」や「地域・経済交流促進
協議会(PCB 処理関連 15 県)」への積極的な参画、
または(財)室蘭テクノセンターとの業務提携と職
員の大学常駐など、地域との連携を目指した取組
も推進しています。最近、「法人化して大学は変わ
りましたか?」という質問を受けることが多くなり
ましたが、本学におけるこれらの活動の多くは本
年に入ってから実施されたもので、その意味では
大学に課せられた第 3 の使命である地域貢献の面
で「変わりつつあります」と答えることができる
と考えています。(NOASTEC 2004 年 12 月第 42 号より) 
NHK のインタビュー を受ける留学生
